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「
桶
狭
間
合
戦
」
に
お
け
る
両
軍
の 

進
軍
ル
ー
ト
の
検
証
と
勝
敗
の
要
因 

  

[

は
じ
め
に] 

  

中
世
と
近
世
の
過
渡
期
で
あ
る
戦
国
時
代
は
、
日
本
歴
史
の
前
半
と
後
半
の
分
岐
点
で
あ
り
、
現
代
に

つ
な
が
る
日
本
社
会
へ
の
転
換
期
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

地
方
に
分
立
す
る
戦
国
大
名
間
で
は
、
領
土
め
ぐ
る
対
立
・
紛
争
を
戦
い
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が

常
套
手
段
と
な
っ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。（
も
ち
ろ
ん
調
略
や
同
盟
に
よ
る
戦
い
を
回
避
す
る
外
交
戦
術
も

駆
使
は
は
さ
れ
て
い
る
。） 

 
 そ

の
中
で
、
天
下
統
一
を
主
導
し
た
人
物
が
織
田
信
長
で
あ
る
。
信
長
は
近
隣
大
名
を
切
り
倒
し
覇
権

を
打
ち
立
て
て
い
く
過
程
で
、
歴
史
に
残
る
い
く
つ
も
の
大
合
戦
を
制
し
て
来
た
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ

る
桶
狭
間
の
合
戦
は
、
そ
の
覇
権
樹
立
の
為
の
合
戦
の
中
で
ま
さ
に
登
竜
門
的
合
戦
で
あ
っ
た
。 

勝
っ
た
信
長
は
そ
の
後
彼
の
政
治
力
・
軍
事
采
配
へ
の
天
分
の
発
揮
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
す
ば
ら
し

い
出
足
で
天
下
統
一
へ
突
き
進
ん
で
い
っ
た
。
一
方
駿
河
・
遠
江
・
三
河
と
尾
張
の
一
部
を
制
し
て
い
た

戦
国
大
大
名
今
川
家
は
、
次
代
の
氏
眞
の
能
力
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
敗
退
を
契
機
に
衰
退
し
、
滅
ん
で
い

っ
た
。 

  

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
合
戦
の
歴
史
的
意
義
は
極
め
て
重
要
と
考
え
る
。 

本
合
戦
は
永
禄
三
年
五
月
（
新
暦
一
五
六
〇
年
六
月
）
、
桶
狭
間
（
愛
知
県
名
古
屋
市
・
豊
明
市
）
に

お
い
て
織
田
信
長
と
今
川
義
元
が
戦
い
、
軍
勢
劣
勢
（
約
十
分
の
一
と
言
わ
れ
る
）
の
信
長
が
完
勝
し
、

義
元
は
大
軍
の
将
に
は
め
ず
ら
し
く
戦
場
に
お
い
て
討
ち
取
ら
れ
た
。 

 

本
合
戦
は
歴
史
的
な
重
要
な
合
戦
と
の
位
置
付
け
と
共
に
、
寡
が
多
に
完
勝
し
た
戦
い
で
あ
る
事
か
ら
、

江
戸
時
代
か
ら
今
日
ま
で
歴
史
家
・
軍
事
研
究
家
に
よ
っ
て
決
戦
当
日
を
中
心
に
戦
い
の
模
様
や
信
長
勝

因
に
つ
い
て
、
記
述
さ
れ
、
研
究
さ
れ
て
き
た
。 

 
 

 

こ
れ
ま
で
永
く
、「
信
長
が
桶
狭
間
を
迂
回
し
て
、
義
元
本
陣
へ
奇
襲
し
、
成
功
を
お
さ
め
た
。
」
と
の

説
が
通
説
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
説
は
、
小
瀬
甫
庵
著
「
信
長
記
」
を
基
本
史
料
し
て
、
そ
の
他
二
流
史
料

を
基
に
し
た
結
論
で
あ
る
と
し
て
、
近
年
に
な
っ
て
、
こ
れ
を
否
定
し
、
太
田
牛
一
著
「
信
長
公
記
」
を

基
本
史
料
と
し
て
「
信
長
正
面
突
破
説
」（
藤
本
正
行
提
唱
））
が
今
日
有
力
な
説
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
外
に
も
新
説
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。 

  

こ
こ
で
織
田
・
今
川
両
軍
の
進
軍
ル
ー
ト
と
布
陣
を
史
料
等
に
よ
っ
て
検
証
し
、
信
長
勝
因
、
義
元
敗

因
を
論
述
す
る
。 
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結
論
と
し
て
は
、
信
長
勝
因
の
最
も
大
き
な
要
因
は
暴
風
雨
に
助
け
ら
れ
、
又
は
利
用
し
た
こ
と
で
あ

る
が
、
桶
狭
間
で
攻
撃
ル
ー
ト
が
適
当
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

桶
狭
間
の
北
側
山
際
よ
り
進
撃
し
義
元
本
陣
へ
真
っ
直
ぐ
突
き
進
ん
だ
事
で
あ
る
。 

 

一
方
、
義
元
軍
の
敗
因
と
言
う
よ
り
も
、
大
軍
の
大
将
が
戦
場
で
討
ち
取
ら
れ
る
大
敗
退
の
主
要
因
は
、

桶
狭
間
の
北
側
の
低
い
山
並
を
制
圧
し
て
お
か
な
か
っ
た
こ
と
、
少
な
く
と
も
桶
狭
間
の
西
側
入
り
口

の
北
側
の
山
（
丘
）
部
分
だ
け
で
も
制
圧
し
て
お
か
な
か
っ
た
事
で
あ
る
と
考
え
る
。 

  

史
料
と
し
て
は
、
太
田
牛
一
著
「
信
長
公
記
」
を
一
級
史
料
と
位
置
付
け
、
従
来
の
通
説
の
中
心
的
史

料
で
あ
る
小
瀬
甫
庵
著
「
信
長
記
」
、
そ
し
て
義
元
陣
営
か
ら
見
た
本
合
戦
の
史
料
大
久
保
彦
左
衛
門 

忠
教
著
「
三
河
物
語
」
を
基
本
史
料
と
し
、
さ
ら
に
適
宜
そ
の
他
史
料
を
引
用
し
て
論
述
す
る
。 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

一
、
今
川
義
元
軍
の
進
軍
ル
ー
ト 

 
 

（
１
）
永
禄
三
年
五
月
十
七
日
（
新
暦
一
五
六
〇
年
六
月
二
十
日
） 

 
 

 

（
Ａ
）
信
長
公
記
（
町
田
家
本
翻
刻
、
桑
田
忠
親
校
注
、
新
人
物
往
来
社
） 

（
以
後
公
記
と
略
す
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

天
文
廿
一
年
壬
子
五
月
十
七
日
、 

一
、
今
川
義
元
沓
懸
へ
参
陣
。 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

（
Ｂ
）
信
長
記
（「
豊
明
市
史 

資
料
編
補
二 

桶
狭
間
の
戦
い
」
記
載
史
料 
名
古
屋
市
蓬
左
文 

庫
所
蔵
の
小
瀬
甫
庵
作
の
信
長
記
の
翻
刻
） 

（
以
後
甫
庵
と
略
す
） 

  
 

 
 

 
 

義
元
四
万
五
千
騎
ノ
軍
兵
引
率
〆
永
禄
三
年
五
月
十
七
日
、
愛
知
郡
沓
懸
ニ
着
テ
。 

 
 

 
 

 

 
 

 

（
Ｃ
）
三
河
物
語
（
「
豊
明
市
史 

史
料
編
補
二 

桶
狭
間
の
戦
い
」
記
載
史
料 

日
本
思
想
体
系 

二
十
二 

岩
波
書
店
） 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

（
以
後
三
河
と
略
す
） 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

明
ケ
レ
バ
、
義
元
地
鯉
鮒
に
付
［
着
］
給
ふ
。 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

①
「
公
記
」
の
天
文
廿
一
年
と
の
記
載
は
記
述
時
の
作
者
の
勘
違
い
か
、
後
の
加
筆
時
・
転
記 

時
の
誤
り
で
、
正
し
く
は
永
禄
三
年
が
正
し
い
。 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

②
「
三
河
」
で
は
、
沓
懸
（
城
）
に
到
着
し
た
と
の
記
述
は
な
い
が
、
「
公
記
」・「
甫
庵
」 

そ
の
外
に
松
平
記
、
総
見
記
に
お
い
て
も
沓
懸
（
城
）
着
陣
の
記
述
が
あ
る
。 

到
着
日
は
「
公
記
」
と
「
甫
庵
」
が
五
月
十
七
日
に
対
し
、
織
田
軍
記
で
は
、
十
七
日
池 

鯉
鮒
、
十
八
日
沓
掛
へ
発
向
と
な
っ
て
い
る
。 
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③
義
元
軍
の
兵
力
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
研
究
者
に
よ
り
、
二
万
五
千
か
ら
三
万
位
か
と
言 

 
 

 
 

わ
れ
て
い
る
（
信
長
軍
は
二
千
五
百
か
ら
三
千
位
） 

 
 

 
 

 

（
２
）
永
禄
三
年
五
月
十
八
日
（
新
暦
六
月
二
十
一
日
） 

 
 

 

（
Ａ
）
公
記 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

十
八
日
夜
に
入
り
、
大
高
の
城
へ
兵
粮
入
れ
、 

 
 

 
 

 
 

 

（
Ｂ
）
甫
庵 

  
 

 
 

 
 

翌
日
十
八
日
ノ
夜
に
ニ
入
、
大
高
城
兵
糧
ヲ
入
、 

  
 

 

（
Ｃ
）
三
河 

  
 

 
 

 
 

（
十
八
日
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
記
述
な
し
） 

 
 

 
 

 

① 

十
八
日
夜
に
大
高
城
へ
兵
糧
を
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
松
平
記
に
よ
る
と
こ
の
仕
事

は
、
松
平
元
康
（
家
康
）
と
な
っ
て
い
る
。 

 

 

② 

「
三
河
」
で
は
、
十
九
日
に
兵
糧
を
入
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

  

（
３
）
永
禄
三
年
五
月
十
九
日
（
新
暦
六
月
二
十
二
日
） 

 
 

 

（
Ａ
）
公
記 

  
 

 
 

 
 

辰
の
剋
に
源
太
夫
殿
宮
の
ま
へ
よ
り
東
を
御
覧
じ
候
へ
ば
、
鷲
津
・
丸
根
落
去
と
覚
し
く 

て
煙
上
り
候
。 

  
 

 
 

 
 

鷲
津
・
丸
根
攻
め
落
し
、
満
足
こ
れ
に
過
ぐ
べ
か
ら
ず
由
に
て
、
謡
を
を
三
番
う
た
は
せ 

ら
れ
た
る
由
候
。
今
度
家
康
は
朱
武
者
に
て
先
懸
を
さ
せ
ら
れ
、
大
高
へ
兵
粮
入
、
鷲
津
・ 

丸
根
に
て
手
を
砕
き
、
御
辛
労
さ
れ
た
る
に
依
っ
て
、
人
馬
の
息
を
休
め
、
大
高
に
居
陣

な
り
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
Ｂ
）
補
庵 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

爰
ニ
於
イ
テ
軍
評
定
シ
ケ
ル
カ
、
翌
朝
ハ
鷲
津
・
丸
根
両
城
ヲ
可
攻
干
ニ
ソ
定
メ
ケ
ル
。 

 

・ 

・
・
・
・
・
・
今
朝
ハ
鷲
津
・
丸
根
両
城
即
時
ニ
乗
取
今
又
多
ク
ノ
敵
ヲ
討
捕
事
、

兎
ニ
モ
角
ニ
モ
我
鑓
先
ニ
ハ
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 
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（
Ｃ
）
三
河 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

永
禄
三
年
庚
申
五
月
十
九
日
に
、
善
元
ハ
池
鯉
鮒
よ
り
段
々
に
押
て
大
高
え
行
、
棒
山
之 

 
 

 
 

 
取
手
ヲ
ツ
ク
ヅ
ク
ト
巡
見
シ
テ
、
諸
大
名
ヲ
寄
て
、
良
々
敷
評
定
ヲ
シ
テ
、
「
サ
ラ
バ
責 

取
。
ソ
ノ
儀
ナ
ラ
バ
元
康
責
給
え
」
ト
有
ケ
レ
バ
、
元
ヨ
リ
踸
殿
ナ
レ
バ
、
即
押
寄
テ
責 

給
ひ
ケ
レ
バ
、
程
無
タ
マ
ラ
ズ
シ
テ
、
作
［
佐
久
］
間
ハ
切
て
出
ケ
ル
ガ
、
雲
［
運
］
モ

尽
キ
ズ
ヤ
、
打
モ
ラ
サ
レ
て
落
て
行
く
。
家
の
子
郎
従
［
党
］
共
ヲ
バ
悉
く
打
取
。 

 
 

 
 

 

① 

信
長
が
大
高
城
を
囲
む
為
に
築
い
た
付
城
鷲
津
・
丸
根
両
砦
を
義
元
軍
が
早
朝
に
攻
撃
し
、

攻
め
落
と
し
た
。 

 

② 

「
公
記
」
に
よ
る
と
信
長
は
辰
の
刻
（
午
前
８
時
頃
）
に
熱
田
神
宮
に
お
い
て
、
東
の
方

角
に
煙
が
上
が
る
の
を
見
て
、
両
砦
の
落
去
を
確
認
し
た
。 

 

③ 

「
甫
庵
」
に
よ
っ
て
も
、
義
元
の
下
に
両
砦
の
乗
っ
取
り
の
報
告
の
記
述
が
あ
る
。 

 

④ 

「
三
河
」
で
は
義
元
は
大
高
へ
行
き
、
棒
山
砦
を
し
っ
か
り
と
巡
見
し
て
、
両
砦
を
攻
撃

し
た
の
記
述
が
あ
る
。 

棒
山
は
鷲
津
・
丸
根
両
砦
の
あ
る
場
所
の
こ
と
で
あ
る
。「
大
高
え
行
」
の
大
高
は
大
高
城

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
当
時
こ
の
地
方
の
名
称
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
中
で
、
作
者

が
ど
の
当
た
り
を
言
っ
て
い
る
の
か
具
体
的
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
桶
狭
間
の
南
の
丘
陵

の
あ
る
地
点
と
思
わ
れ
る
。
（
現
在
地
名
で
、
同
丘
陵
に
大
高
の
地
名
あ
り
） 

 

⑤ 

両
砦
の
攻
撃
の
大
将
は
「
公
記
」、
「
三
河
」
に
よ
る
と
家
康
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

（
４
）
永
禄
三
年
五
月
十
九
日
義
元
本
隊
の
進
軍 

 
 

 
 

 

 
 

 

（
Ａ
）
公
記 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

御
敵
今
川
義
元
は
、
四
万
五
千
引
率
し
、
お
け
は
ざ
ま
山
に
、
人
馬
の
息
を
休
め
こ
れ
あ

り
。 

 
 

 
 

 
 

天
文
廿
一
年
（
注 

永
禄
三
年
の
誤
り
）
壬
子
五
月
十
九
日
、
午
の
剋
、
戌
亥
に
向
つ 

て
人
数
を
備
へ
、・
・
・
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
Ｂ
）
甫
庵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
朝
義
元
知
多
郡
マ
テ
出
張
ノ
由
飛
脚
到
来
ノ
条
明
日
逆
寄
ニ
押
寄
合
戦
ス
ヘ
シ
ト
思
フ 

ハ
如
何
ニ
ト
有
ケ
レ
ハ
、・
・
・
・
・
・
・ 
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（
Ｃ
）
三
河 

 

二
郎
三
郎
様
ヲ
置
奉
リ
テ
、
引
退
ク
処
ニ
、
信
長
は
思
い
之
儘
に
懸
付
給
ふ 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

① 

桶
狭
間
の
戦
い
の
決
戦
場
と
な
っ
た
義
元
本
陣
位
置
は
「
公
記
」
に
よ
る
と
、
お
け
は
ざ 

ま
山
と
明
記
し
て
い
る
が
、
「
甫
庵
」
、「
三
河
」
で
は
地
名
の
記
載
が
な
い
。「
甫
庵
」
で 

は
知
多
郡
で
あ
る
こ
と
し
か
読
み
と
れ
な
い
。 

 
 

 

② 

濃
尾
平
野
の
一
画
で
あ
る
こ
の
地
区
名
称
は
、
当
時
固
有
名
詞
と
し
て
又
行
政
名
と
し
て

確
定
し
て
お
ら
ず
、
桶
狭
間
の
名
称
も
漠
と
し
た
広
が
り
を
も
っ
た
普
通
名
詞
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
義
元
桶
狭
間
で
の
本
陣
に
つ
い
て
は
、
更
に
後
述
す
る
） 

 

③ 

沓
掛
城
本
陣
出
発
は
、
一
九
日
で
あ
り
、「
公
記
」
に
よ
る
と
、
午
の
刻
（
正
午
）
に
は
お

け
は
ざ
ま
山
で
陣
を
布
い
た
と
あ
る
。
沓
掛
城
と
桶
狭
間
は
直
線
で
三
～
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
位
と
す
る
な
ら
ば
、
義
元
は
沓
掛
城
で
鷲
津
。
丸
根
両
城
を
攻
め
落
と
し
た
と
の
報
告

を
聞
い
て
か
ら
、
沓
掛
城
を
出
発
し
た
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
先
陣
は
早
朝
に
桶
狭
間
方

面
に
向
け
出
発
し
て
い
た
。 

 
 

 
 

 

二
、
織
田
信
長
軍
の
進
軍
ル
ー
ト
と
主
戦
場 

 
 

永
禄
三
年
五
月
一
九
日
（
新
暦
六
月
二
二
日
） 

 
 

（
１
） 

清
洲
城
よ
り
熱
田 

 
 

 
 

 
 

 

（
Ａ
）
公
記 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

案
の
如
く
、
夜
明
け
が
た
に
、
佐
久
間
大
学
・
織
田
玄
蕃
か
た
よ
り
は
や
鷲
津
山
・
丸
根 

山
へ
人
数
取
り
か
け
候
由
、
追
々
御
注
進
こ
れ
あ
り
。
此
の
時
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

・ 

・
・
・
・
・
、
た
ち
な
が
ら
御
食
を
参
り
、
御
甲
を
め
し
候
て
、
御
出
陣
な
さ
る
。 

其
の
時
の
お
伴
に
は
御
小
姓
衆
、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
、
是
等
六
騎
、
あ
つ
た
ま
で
、

三
里
一
時
に
か
け
さ
せ
ら
れ
、
辰
の
剋
に
源
太
夫
殿
宮
の
ま
へ
よ
り
、
東
を
御
覧
じ
候
へ

ば
、
鷲
津
・
丸
根
落
去
と
覚
し
く
て
、
煙
り
上
が
り
候
。
此
の
時
、
馬
上
六
騎
、
雑
兵
弐

百
計
り
な
り
。 

  
 

 

（
Ｂ
）
甫
庵 

  
 

 
 

 
 

サ
ラ
ハ
明
日
ハ
未
明
ニ
可
打
立
ト
仰
ラ
レ
テ
立
せ
給
フ
。
翌
日
払
暁
ニ
佐
久
間
大
学
・ 

飯
尾
近
江
守
方
ヨ
リ
、
敵
鷲
津
・
丸
根
ヘ
早
取
懸
候
由
飛
脚
到
来
セ
シ
カ
ハ
物
ノ
具
シ
給 

ヒ
ツ
ゝ
栗
毛
ナ
ル
馬
ノ
太
逞
キ
ニ
金
覆
輪
ノ
鞍
シ
カ
せ
、
ヒ
ラ
リ
ト
打
乗
清
洲
ノ
城
ヲ
出 

サ
せ
給
フ
時
ニ
ハ
、・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
、
唯
一
〇
騎
計
ニ
テ
先
熱
田
ヘ
ト 
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急
せ
給
ヒ
ケ
ル
カ
、
熱
田
ノ
旗
屋
口
ニ
テ
ハ
早
雑
兵
一
千
余
騎
方
々
ヨ
リ
馳
加
リ
ケ
ル
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
Ｃ
）
三
河 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

其
内
に
、
信
長
は
清
須
よ
り
人
数
ヲ
ク
リ
出
シ
給
ふ
。 

 
 

 
 

 
 ①

「
公
記
」・
「
甫
庵
「
の
記
述
に
よ
る
と
、
信
長
は
鷲
津
・
丸
根
両
砦
が
一
九
日
朝
攻
撃
さ
れ 

る
と
の
情
報
を
前
日
に
得
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
直
ぐ
に
援
軍
を
送
る
こ
と
を
せ
ず
、 

又
撤
収
命
令
も
出
さ
な
か
っ
た
。 

 

② 

一
九
日
朝
実
際
に
攻
撃
を
受
け
て
か
ら
の
清
洲
城
を
出
陣
で
あ
る
。
そ
し
て
「
公
記
」
に

よ
る
と
熱
田
神
宮
で
辰
の
剋
（
午
前
八
時
頃
）
東
方
に
に
煙
が
上
が
る
の
を
見
て
両
砦
が 

落
ち
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
（
熱
田
神
宮
よ
り
は
実
際
に
は
東
南
に
あ
た
る
。） 

 
 

 
 

 

③ 

信
長
は
作
戦
上
両
砦
を
ど
の
よ
う
な
役
割
で
使
お
う
と
し
た
の
か
。 

○ 

玉
砕
を
覚
悟
に
戦
わ
せ
、
敵
を
出
来
る
限
り
、
消
耗
さ
せ
る 

○ 

一
九
日
朝
助
け
に
行
っ
て
両
砦
を
守
る
。 

○ 

戦
っ
て
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
撤
収
さ
せ
る
。 

  
 

 
 

 

右
記
の
内
「
助
け
に
行
っ
て
両
砦
を
守
る
」
意
志
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
日
朝 

に
攻
撃
の
報
告
を
受
け
て
か
ら
の
出
陣
で
は
、
援
軍
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と
は
想
定
出
来
る 

は
ず
で
あ
る
。 

そ
れ
は
、
義
元
軍
が
中
島
当
た
り
に
朝
か
ら
布
陣
す
る
こ
と
は
想
定
出
来
る
し
、
中
島
か
ら 

両
砦
へ
海
岸
の
道
は
潮
の
の
加
減
で
で
使
え
な
い
こ
と
も
承
知
の
は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 
 

（
２
） 

熱
田
よ
り
善
照
寺 

（
Ａ
）
公
記 

 
 

 
 

浜
手
よ
り
御
出
候
へ
ば
、
程
近
く
候
へ
ど
も
、
塩
満
ち
さ
し
入
り
、
御
馬
の
通
ひ
是
れ 

な
く
、
熱
田
よ
り
か
み
道
を
、
も
み
に
も
ん
で
懸
け
さ
せ
ら
れ
、
先
ず
、
た
ん
げ
の
御 

取
手
へ
御
出
て
候
て
、
夫
れ
よ
り
善
照
寺
、
佐
久
間
居
陣
の
取
手
へ
御
出
で
あ
つ
て
、 

御
人
数
立
て
ら
れ
、
勢
衆
揃
へ
さ
せ
ら
れ
、
様
体
御
覧
じ
、
・
・
・
・
・
・
・ 

 

（
Ｂ
）
甫
庵 

 

・ 

・
・
・
・
浜
ノ
手
ハ
折
節
塩
満
テ
馬
ノ
カ
ヨ
ヒ
モ
ナ
カ
リ
ケ
レ
ハ
笠
寺
ノ
東
ナ
ル
細 

・ 

道
ヲ
経
テ
取
手
々
々
勢
ヲ
モ
相
具
シ
善
照
寺
ノ
東
、
山
ノ
夾
ニ
テ
勢
ヲ
揃
ケ
ル
ニ
、 

・ 

漸
々
三
千
計
ニ
見
ユ
ル
ヲ
。 

 

 
 

 

（
Ｃ
）
三
河 
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信
長
は
清
須
よ
り
人
数
ヲ
ク
リ
出
シ
給
ふ
。 

 
 

 
 

 
① 
善
照
寺
砦
は
、
本
合
戦
以
前
に
、
大
高
城
と
同
様
に
今
川
に
よ
っ
て
奪
取
さ
れ
た
鳴
海
城

の
織
田
側
の
付
城
で
あ
る
。
（
鳴
海
城
を
囲
む
付
城
は
北
は
丹
下
砦
、
東
は
善
照
寺
砦
、 

南
は
中
島
砦
で
あ
る
。
） 

 

② 

熱
田
よ
り
善
照
寺
の
進
軍
は
「
公
記
」
と
「
甫
庵
」
ほ
ぼ
同
内
容
で
、
善
照
寺
迄
の
進
軍

ル
ー
ト
は
定
説
で
あ
る
。
浜
手
の
道
が
潮
の
加
減
で
通
行
出
来
な
い
の
で
、
か
み
道
（
公

記
）
を
懸
け
た
。「
甫
庵
」
で
は
笠
寺
の
東
を
経
た
と
あ
る
。 

笠
寺
は
現
在
も
あ
る
地
名
で
あ
る
。
「
か
み
道
」
は
不
明
で
あ
る
が
、
浜
手
の
東
側
の
道 

で
、「
甫
庵
」
記
述
と
同
じ
道
で
あ
ろ
う
。 

 

（
３
） 

善
照
寺
で
の
戦
闘
態
勢 

（
Ａ
）
公
記 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

信
長
，
善
照
寺
御
出
を
具
申
し
、
佐
々
隼
人
正
、
千
秋
四
郎
二
首
、
人
数
三
百
計
り
に 

て
、
義
元
へ
向
つ
て
、
足
軽
に
罷
り
出
で
候
へ
ば
、
瞳
と
か
ヽ
り
来
て
、
槍
下
に
て
千 

秋
四
郎
、
佐
々
隼
人
正
を
初
め
と
し
て
、
五
十
騎
計
り
討
死
に
候
。 

 

前
田
又
左
衛
門
、
毛
利
河
内
、
毛
利
十
郎
、
木
下
雅
楽
助
、
中
川
金
右
衛
門
、
佐
久
間 

弥
太
郎
、
森
小
助
、
安
食
弥
太
郎
、
魚
住
隼
人
、 

右
の
衆
、
手
々
に
頸
を
取
り
持
ち
前
ら
れ
候
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
Ｂ
）
甫
庵 

  
 

 
 

 
 
 

佐
々
隼
人
正
・
千
秋
四
郎
ハ
御
紋
ノ
旗
ヲ
待
ウ
ケ
、
見
ル
ト
ヒ
ト
シ
ク
義
元
カ
先
陣
ノ 

勢
山
際
ニ
引
ヘ
タ
ル
ニ
、
面
モ
振
ラ
ス
懸
入
テ
、
北
ヨ
リ
南
、
西
ヨ
リ
東
懸
破
懸
通
切 

ツ
切
ラ
レ
ツ
散
々
ニ
戦
ケ
ル
カ
、
遂
に
二
人
ナ
カ
ラ
討
レ
ケ
レ
ハ
、
是
ヲ
始
ト
シ
テ 

岩
室
長
門
守
究
竟
ノ
者
ト
モ
枕
ヲ
ナ
ラ
ヘ
テ
討
レ
ヌ
、・
・
・
・
・ 

  
 

 

（
Ｃ
）
三
河 

 
 

 
 

 
 
 

（
記
述
な
し
） 

 
 

 
 

 
 ① 

信
長
は
熱
田
で
戦
闘
態
勢
を
整
え
、
善
正
寺
砦
へ
進
軍
し
、
今
川
軍
へ
攻
撃
を
仕
掛
け
た
。

第
一
回
目
の
戦
闘
が
、
鷲
津
・
丸
根
両
砦
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
攻
撃
は
第
２
回
目

の
戦
闘
で
あ
る
。 

 

② 

佐
々
隼
人
正
等
の
攻
撃
隊
は
、
「
公
記
」
に
よ
る
と
、
三
百
人
ば
か
り
で
の
攻
撃
で
あ
り
、 

こ
れ
は
物
見
で
の
衝
突
を
こ
え
て
お
り
、
本
隊
同
士
の
前
哨
戦
と
と
ら
え
る
必
要
が 

あ
る
。 
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③ 

戦
闘
の
場
所
は
桶
狭
間
の
西
側
入
り
口
、
北
側
の
山
の
す
そ
野
（
山
際
）
あ
た
り
と
考
え 

る
。
即
ち
中
島
砦
の
南
又
は
東
あ
た
り
。 

 

④ 

こ
の
前
哨
戦
（
第
２
回
目
の
戦
闘
）
に
お
い
て
も
信
長
は
敗
退
し
た
。 

前
田
又
左
衛
門
等
の
一
部
で
勝
っ
た
部
分
も
有
る
が
、
信
長
軍
は
敗
北
、
義
元
は
喜
ん
で
、

謡
い
を
う
た
っ
て
い
る
。（
前
田
等
の
報
告
は
次
の
進
軍
地
中
島
で
受
け
て
い
る
） 

 

⑤ 

信
長
が
善
照
寺
に
進
軍
し
た
こ
と
は
、
義
元
は
物
見
の
報
告
や
、
鳴
海
城
か
ら
の
報
告
で

当
然
認
知
し
て
い
た
。 

 

⑥ 

一
方
信
長
も
義
元
本
陣
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
相
当
程
度
認
知
し
て
い
た
と
考
え
れ
ら
れ

る
。 

 

⑦ 

信
長
は
二
連
敗
（
鷲
津
・
丸
根
両
砦
の
敗
戦
は
想
定
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
）
後
、
ど
こ

を
本
陣
と
し
、
ど
こ
を
主
戦
場
と
し
て
戦
う
か
を
決
断
の
時
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

（
４
） 

善
照
寺
よ
り
中
島 

 
 

 
 

（
Ａ
）
公
記 

 
 

信
長
御
覧
じ
て
、
中
島
へ
御
移
り
候
は
ん
と
候
つ
る
を
、
脇
は
深
田
の
足
入
れ
、
一
騎 

打
の
道
な
り
。
無
勢
の
様
体
、
敵
方
よ
り
さ
だ
か
に
相
見
え
候
。
勿
体
な
き
由
、
家
老 

の
衆
、
御
馬
の
轡
の
引
手
に
取
り
付
き
候
て
、
声
々
に
申
さ
れ
候
へ
ど
も
、
ふ
り
切
つ 

て
中
島
へ
御
移
り
候
。 

  
 

 

（
Ｂ
）
甫
庵 

  
 

 
 

 
 

角
テ
信
長
卿
ハ
中
嶋
ヘ
移
ラ
セ
給
ン
ト
シ
給
フ
ニ
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

  
 

 

（
Ｃ
）
三
河 

 
 

 
 

 
 

（
記
述
な
し
） 

 
 

 
 

 

① 

信
長
は
主
戦
場
を
桶
狭
間
と
決
め
、
自
ら
が
陣
頭
指
揮
す
る
こ
と
を
き
め
た
。
信
長
の
本

陣
を
善
照
寺
に
し
て
、
戦
う
か
、
熱
田
に
引
き
、
態
勢
を
た
て
る
か
の
方
法
も
あ
っ
た
か

と
考
え
る
が
、
こ
の
方
法
は
と
ら
な
か
っ
た
。 

 

② 

熱
田
に
退
い
て
は
、
義
元
は
そ
の
日
は
信
長
を
攻
め
ず
に
、
翌
日
以
降
の
攻
撃
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。（
当
日
、
義
元
は
大
高
城
に
入
城
予
定
説
） 
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③
中
島
の
地
は
、
善
照
寺
よ
り
、
低
く
、
桶
狭
間
の
入
り
口
で
、
平
坦
地
で
あ
り
、 

義
元
軍
（
桶
狭
間
の
南
側
の
丘
）
よ
り
、
信
長
の
動
き
が
丸
見
え
と
な
り
、
信
長
か
ら
は
義

元
軍
の
そ
の
後
の
展
開
が
見
え
に
く
い
。 

 ④ 

中
島
へ
の
進
軍
は
、
中
島
に
本
陣
を
布
い
て
の
戦
い
で
は
な
く
、
直
ぐ
に
中
島
よ
り
桶
狭

間
の
義
元
軍
と
の
決
戦
を
意
味
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

（
５
） 

中
島
よ
り
義
元
本
陣
へ
の
進
撃 

（
Ａ
）
公
記 

山
際
ま
で
御
人
数
寄
せ
ら
れ
候
と
こ
ろ
、
俄
に
急
雨
、
石
氷
を
投
げ
打
つ
様
に
、
敵
の
輔

に
打
ち
付
く
る
。
味
方
は
後
ろ
の
方
に
降
り
か
か
る
。
沓
懸
の
到
下
の
松
の
本
に
、
二
か

い
三
か
ゐ
の
楠
の
木
、
雨
に
東
へ
降
り
倒
る
ヽ
。
余
り
の
事
に
、
熱
田
大
明
神
の
神
軍
か

と
申
し
候
な
り
。
空
晴
る
々
を
御
覧
じ
、
信
長
槍
を
お
つ
取
つ
て
、
大
音
声
を
上
げ
て
、

す
は
、
か
ヽ
れ
か
ヽ
れ
と
仰
せ
ら
れ
、
黒
煙
立
て
々
懸
か
る
見
て
、
水
ま
く
る
が
如
く
、

後
ろ
へ
く
は
つ
と
崩
れ
た
り
。
弓
、
槍
、
鉄
炮
、
の
ぼ
り
、
さ
し
物
を
乱
す
に
異
な
ら
ず
、

今
川
義
元
の
塗
輿
も
捨
て
、
く
づ
れ
逃
れ
け
り
。 

天
文
廿
一
年
壬
子
五
月
一
九
日
、（
永
禄
三
年
の
誤
り
） 

旗
本
は
是
な
り
。
是
へ
懸
か
れ
御
下
知
あ
り
。
未
の
剋
、
東
へ
向
つ
て
か
ヽ
り
給
。
初
め

は
三
百
騎
計
り
真
丸
に
な
つ
て
義
元
囲
み
退
き
け
る
が
、
二
、
三
度
、
四
、
五
度
、
帰
し

合
わ
せ
帰
し
合
わ
せ
、
次
第
次
第
に
無
人
に
な
つ
て
、
後
ろ
に
は
五
十
騎
計
り
に
な
り
た

る
な
り
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。 

毛
利
新
介
、
義
元
を
伐
り
臥
せ
、
頸
を
と
る
。・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

も
と
御
出
の
道
を
御
帰
陣
候
な
り
。 

 

 
 

 

（
Ｂ
）
甫
庵 

 
 

 
 

 
 

 

信
長
卿
ス
ハ
首
途
ハ
ヨ
キ
ソ
敵
勢
ノ
後
ノ
山
ニ
至
テ
推
マ
ハ
ス
ヘ
シ
。
去
程
ナ
ラ
ハ
山
際
マ 

テ
ハ
旗
ヲ
マ
キ
忍
ヒ
ヨ
リ
、
義
元
カ
本
陣
ヘ
カ
ヽ
レ
ト
下
知
シ
給
ヒ
ケ
ル
、
梁
田
出
羽
守
進

出
テ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
是
ハ
後
陣
ヘ
カ
々
リ
合
フ
間
、
必
大
将
ヲ
討
事
モ
候
ハ
ン
、・
・
・
・
・
・
・
・
、 

折
節
黒
雲
頓
ニ
村
立
来
テ
大
雨
頓
ニ
熱
田
ノ
方
ヨ
リ
フ
リ
来
リ
石
氷
ヲ
投
ク
ル
コ
ト
ク
ニ

敵
勢
ヘ
降
カ
々
リ
霧
海
ヲ
タ
々
ヘ
テ
暗
カ
リ
ケ
レ
ハ
、
殊
ニ
寄
ル
味
方
へ
敵
陣
ニ
近
ク
ヲ
モ

覚
束
ナ
キ
程
ナ
レ
ハ
、
敵
は
曽
テ
シ
ラ
ザ
リ
ケ
ル
モ
理
ナ
リ
、
彼
カ
陣
取
シ
上
ナ
ル
山
ニ
テ 

旗
ヲ
張
せ
各
ヲ
リ
立
テ
カ
ヽ
レ
ト
下
知
給
ヘ
ハ
、
・
・
・
・
・
・
・
・
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

尓
シ
処
ニ
毛
利
新
介
ト
名
乗
出
テ
戦
ケ
ル
カ
、
其
マ
々
ツ
キ
フ
せ
遂
ニ
頸
ヲ
給
テ
ソ
出
タ
リ

ケ
ル
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

・ 

・
・
・
・
・
・
・
同
日
申
刻
ニ
清
洲
ヘ
帰
城
シ
給
ヒ
ケ
ル
ニ
、・
・
・
・
・
・ 
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（
Ｃ
）
三
河 

  
 

 
 

 
 

（
下
）
ニ
有
敵
ヲ
嵩
よ
り
見
下
シ
テ
見
レ
バ
、
太
勢
ヲ
モ
小
勢
に
見
物
に
て
候
。 

・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

・ 
・
・
・
・
徒
者
ハ
早
五
人
三
人
ゾ
、
山
え
ア
ガ
ル
ヲ
見
て
、
我
先
に
ト
退
ク
。 

・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
 

 
 

 
 

義
元
ハ
、
其
ヲ
バ
知
り
給
ズ
シ
テ
、
弁
当
を
ツ
カ
ワ
せ
給
ひ
て
、
ユ
ク
ユ
ク
ト
シ
テ 

御
給
ひ
シ
処
に
、
車
軸
ノ
雨
ガ
降
り
懸
ル
処
に
、
永
禄
三
年
庚
申
五
月
一
九
日
に
、
信
長

三
千
計
に
て
切
て
懸
ラ
せ
給
え
ば
、
我
モ
我
モ
ト
敗
陣
シ
ケ
レ
バ
、
義
元
ヲ
バ
、
毛
利
新

助
方
ガ
、
場
モ
去
ラ
サ
せ
ズ
シ
テ
打
取
。 

 

 
 

 
 

①
「
公
記
」
に
よ
る
と
山
際
に
兵
を
寄
せ
た
。
「
甫
庵
」
に
よ
っ
て
も
山
際
ま
で
忍
び
寄
っ
て 

行
っ
た
と
あ
り
。
信
長
本
隊
は
善
照
寺
を
進
発
し
中
島
か
ら
山
際
へ
兵
を
移
動
さ
せ
た
と 

あ
る
。 

 

 
 

 
 

②
「
三
河
」
で
は
、
信
長
軍
の
徒
者
が
山
を
上
る
事
を
記
述
し
て
い
る
。 

 

③ 

い
ず
れ
も
こ
の
山
は
桶
狭
間
の
北
側
の
山
並
（
高
い
所
で
標
高
六
～
七
〇
メ
ー
ト
ル
） 

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
山
並
み
が
始
ま
る
桶
狭
間
の
西
側
の
入
り
口
の
山
際
を
さ
し
て
い

る
。 

 

④ 

こ
の
地
点
へ
は
戦
闘
無
く
、
や
す
や
す
移
動
出
来
た
事
が
、
先
ず
、
今
後
の
両
軍
の
勝
敗

の
大
き
な
節
目
と
な
る
。「
甫
庵
」
で
は
旗
を
巻
き
忍
ん
で
行
っ
た
事
に
な
っ
て
い
る
。 

 

⑤ 

更
に
「
甫
庵
」
で
は
、
後
ろ
の
山
か
ら
攻
撃
を
か
け
る
と
の
言
い
回
し
が
あ
る
。 

「
後
の
山
が
曖
昧
で
あ
る
。
」 

 

⑥ 

こ
こ
に
お
い
て
、
後
の
作
家
や
研
究
者
の
間
に
お
い
て
、
義
元
本
陣
攻
撃
ま
で
の
進
軍
ル

ー
ト
に
つ
い
て
、
迂
回
説
（
北
側
山
並
み
の
更
に
北
側
の
鎌
倉
往
環
（
中
世
東
海
道
）
の

北
側
筋
よ
り
迂
回
）
、
そ
し
て
最
近
の
有
力
説
と
し
て
、
正
面
突
破
説
や
そ
の
他
説
が
開
陳

さ
れ
て
い
る
。 

注
、
迂
回
説
の
ル
ー
ト
は
、
添
付
資
料
「
日
本
戦
史 

桶
狭
間
戦
役 

桶
狭
間
戦
図 

第 

三
号
」
を
参
照
。 

 

⑦ 

そ
の
後
、
激
し
い
風
雨
が
西
よ
り
東
に
向
け
激
し
く
襲
っ
た
。
こ
れ
は
風
向
き
か
ら
し
て

信
長
軍
が
有
利
で
あ
る
。
こ
れ
は
各
史
料
と
も
事
実
と
し
て
捉
え
て
い
る
。 

 

⑧ 

更
な
る
信
長
の
進
軍
は
「
公
記
」
に
よ
る
と
、
風
雨
が
お
さ
ま
っ
て
空
晴
れ
て
か
ら
攻
撃

を
開
始
し
た
。 
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⑨
「
甫
庵
」
で
は
、「
彼
か
陣
取
シ
上
ナ
ル
山
ニ
テ
旗
ヲ
張
せ
各
ヲ
リ
立
テ
カ
々
レ
ト
・
・
・
・
」 

と
あ
り
、
一
旦
義
元
本
陣
の
近
く
の
、
北
側
の
山
に
集
結
し
て
か
ら
、
攻
撃
し
た
と
も
読
み 

と
ら
れ
る
。 

こ
れ
か
ら
、
後
の
作
家
や
研
究
者
よ
り
太
子
ヵ
根
（
義
元
本
陣
の
北
側
の
山
）
に
集
結
し 

て
か
ら
の
攻
撃
説
が
、
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
現
在
も
有
力
説
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

 ⑩
次
に
義
元
本
陣
が
具
体
的
に
ど
こ
で
あ
っ
た
か
の
問
題
で
あ
る
。 

「
公
記
」
で
は
お
け
は
ざ
ま
山
で
、
牛
の
刻
に
、
戌
亥
の
方
角
に
向
か
っ
て
陣
を
布
い
た
と

あ
る
。
（
本
レ
ポ
ー
ト
４
頁 

（
４
）
永
禄
三
年
五
月
一
九
日
義
元
本
隊
の
進
軍
） 

 ⑪
「
甫
庵
」
お
よ
び
「
三
河
」
で
は
、
具
体
的
な
地
名
の
記
述
が
な
い
。 

 

⑫
右
記
本
レ
ポ
ー
ト
基
本
三
史
料
以
外
で
は
、
武
徳
編
年
集
成
で
は
「
桶
狭
間
田
楽
が
窪
」、 

甲
陽
軍
艦
で
は
「
で
ん
が
く
ぼ
」、
武
功
夜
話
で
は
「
田
楽
は
ざ
ま
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

従
来
の
通
説
で
は
、
こ
れ
ら
か
ら
「
田
楽
狭
間
」
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
。
場
所
は
、
南
側
丘

陵
地
帯
に
あ
る
史
跡
桶
狭
間
古
戦
場
跡
と
称
さ
れ
て
い
る
豊
明
市
南
館
十
一
で
は
な
く
、
狭

間
（
谷
合
）
で
、
更
に
西
側
、
狭
間
の
東
側
出
口
あ
た
り
（
現
藤
田
学
園
の
南
側
当
た
り
か
） 

 

注
、
添
付
「
日
本
戦
史 

桶
狭
間
戦
役 

桶
狭
間
戦
図 

第
三
号
」
及
び
「
レ
ポ
ー
タ
ー
（
梅

谷
）
撮
影
現
地
写
真
」
を
参
照
。 

 
 

 

 ⑬
こ
の
よ
う
に
本
陣
の
位
置
が
は
っ
き
り
し
な
い
理
由
は
、
当
時
こ
の
あ
た
り
の
地
名
が
、 

固
有
名
詞
と
し
て
、
又
行
政
上
の
地
名
と
し
て
、
き
っ
ち
り
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が 

上
げ
ら
れ
る
。 

 

 ⑭
合
戦
時
に
ど
こ
ま
で
、
き
っ
ち
り
と
し
た
名
前
が
確
定
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
後
に
名
付
け 

ら
れ
た
地
区
名
な
の
か
が
問
題
で
あ
る
。 

鳴
海
、
大
高
の
地
名
は
あ
っ
た
が
、
桶
狭
間
自
体
も
固
有
名
詞
で
あ
っ
た
の
か
普
通
名
詞
（
桶

の
様
な
狭
間
地
帯
）
で
あ
っ
た
の
か
の
問
題
が
あ
る
。 

 ⑮
こ
の
地
区
の
名
称
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
の
報
告
「
桶
狭
間
古
戦
場 

調
査
報
告
」（
昭
和
四
十
一
年
）
で
論
述
さ
れ
い
る
。 

 ⑯
現
在
の
有
力
説
は
、
谷
合
の
田
楽
狭
間
を
否
定
す
る
。
本
陣
を
谷
合
の
低
い
場
所
に
お
く
こ 

と
は
、
当
時
の
布
陣
の
原
則
に
反
す
る
事
で
あ
り
得
な
い
と
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
地
点
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
難
し
く
、
、
豊
明
市
の
史
跡
桶
狭
間
古 

戦
場
と
名
古
屋
市
緑
区
の
古
戦
場
公
園
の
間
位
か
と
の
説
が
現
在
は
有
力
で
あ
る
。 

 ⑰
こ
こ
で
信
長
の
善
照
寺
か
ら
進
撃
し
て
義
元
討
ち
取
り
迄
の
進
軍
ル
ー
ト
の
主
要
な
説
を 
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あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。 

ⅰ
 

善
照
寺
―
鎌
倉
往
環
（
中
世
東
海
道
）
の
北
側
の
筋
―
鎌
倉
往
環
を
横
切
る
ー
北
側
の

山
（
太
子
ヵ
根
（
大
将
ヵ
根
）
）
―
義
元
本
陣 

 
注
、
添
付
「
日
本
戦
史 

桶
狭
間
役 

桶
狭
間
戦
図
」
参
照 

 

 
 

 
本
陣
位
置
を
分
け
る
と 

 

イ
、
田
楽
狭
間 

ロ
、
豊
明
市
の
史
跡
桶
狭
間
古
戦
場
跡
あ
た
り 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
説
は
従
来
の
通
説
で
、
右
記
イ
説
の
研
究
書
と
し
て
は
陸
軍
参
謀
本
部
編
集
の
「
日
本
戦

史
」
桶
狭
間
役
が
代
表
的
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

右
記
ロ
説
も
江
戸
時
代
か
ら
通
説
で
、
参
勤
交
代
の
大
名
か
ら
今
日
の
一
般
観
光
客
も
こ
の

説
を
知
ら
さ
れ
て
き
た
。 

 
 

 
 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
迂
回
奇
襲
説
で
、
義
経
の
「
一
の
谷
の
合
戦
」
と
並
び
称
せ
ら
れ
て
日
本 

人
受
け
の
す
る
説
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
ⅱ
 

新
説 

 
 

 
 

 
 

イ
、
善
照
寺
―
中
島
砦
―
義
元
軍
の
正
面
（
桶
狭
間
の
東
入
り
口
）
―
義
元
本 

陣
（
桶
狭
間
山
） 

 

本
説
は
、
藤
本
正
行
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
、
今
日
有
力
説
と
な
っ
て
い
る
。 

信
長
公
記
を
信
頼
す
る
史
料
と
し
て
研
究
し
、
迂
回
奇
襲
説
は
、
距
離
的
に
（
所
用

時
間
）
そ
し
て
北
側
山
越
え
に
は
無
理
が
あ
り
、
更
に
義
元
軍
に
発
見
さ
れ
る
可
能

性
が
大
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
全
面
否
定
し
て
、
新
説
を
う
ち
立
て
た
。 

（
信
長
の
戦
国
軍
事
学
―
一
九
九
三
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ロ
、
善
照
寺
―
中
島
―
山
沿
い
の
狭
間
筋
か
北
側
の
尾
根
―
太
子
ヵ
根
―
義
元
本
陣 

（
お
け
は
ざ
ま
山
） 

（
静
岡
県
史 

通
史
編
２ 

中
世 

有
光
有
学
） 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 
 

 

正
面
攻
撃
説
を
も
と
に
修
正
さ
れ
た
説
と
言
わ
れ
る
。 

 
 三

、
信
長
の
勝
因
と
義
元
の
敗
因 

 
 

信
長
公
記
。
信
長
記
、
三
河
物
語
等
の
史
料
の
右
記
分
析
を
基
に
し
、
研
究
者
の
意
見
を
参
考
に
し
、 

更
に
去
る
八
月
一
三
日
の
自
ら
の
桶
狭
間
地
域
の
視
察
を
も
勘
案
し
て
、
結
論
を
述
べ
る
。 

 
 

 
 

 

（
１
）
桶
狭
間
地
域
の
視
察 

 
 

 
 ①

桶
狭
間
の
北
側
の
山
並
の
東
側
の
入
り
口
に
位
置
し
、
桶
狭
間
で
最
も
高
い
二
村
山
（
標
高

七
十
二
に
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
桶
狭
間
の
谷
合
を
見
下
ろ
し
た
。 
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桶
狭
間
の
谷
合
は
、
史
料
や
文
献
の
イ
メ
ー
ジ
よ
り
平
坦
で
、
こ
の
地
域
が
濃
尾
平
野
の
一

画
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。 

 

南
側
の
山
並
は
、
山
並
み
と
言
う
よ
り
な
だ
ら
か
な
丘
陵
で
あ
る
。（
宅
地
造
成
で
い
く
ら
削

ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
） 

前
面
の
下
方
が
田
楽
狭
間
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
藤
田
学
園
が
さ
え
ぎ
っ
て
い 

て
、
全
貌
は
見
え
な
か
っ
た
。 

北
側
の
沓
掛
城
跡
は
肉
眼
で
は
見
え
な
い
が
、
そ
の
方
向
は
途
中
は
全
く
平
坦
な
平
野
で
あ 

っ
た
。 

 
 

 
 

 

② 

桶
狭
間
の
西
の
善
照
寺
砦
跡
よ
り
視
察
し
た
が
、
桶
狭
間
の
南
側
は
、
や
は
り
な
だ
ら
か 

な
丘
陵
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。 

 

 
 

 
 

③
中
島
砦
跡
当
た
り
か
ら
桶
狭
間
入
り
口
は
、
前
方
の
建
物
の
為
、
し
か
と
観
察
で
き
な
か
た
。 

谷
合
ま
で
は
平
坦
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。 

 
 

 

④
豊
明
市
南
館
の
史
跡
桶
狭
間
古
戦
場
は
、
付
近
で
一
番
高
い
所
で
は
な
く
、
平
地
よ
り 

坂
を
五
分
位
登
っ
た
位
置
で
あ
る
。 

 
 

 

⑤
桶
狭
間
古
戦
場
公
園
（
名
古
屋
市
緑
区
）
は
豊
明
市
の
古
戦
場
よ
り
南
西
、
直
線
距
離
に
し 

て
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
で
あ
る
。 

 

注
、
添
付
「
レ
ポ
ー
タ
ー
（
梅
谷
）
撮
影
現
地
写
真
」
を
参
照 

 
 

 
 

 

 
 

（
２
）
結
論 

①
信
長
の
進
軍
ル
ー
ト 

 

 

 
 

 
 

 

     
 

 
 

 

注
、
添
付
「
書
き
込
み
地
図
」
（
１
）・
（
２
）
を
参
照 

  
 

 
 

 

善
照
寺
よ
り
鎌
倉
往
環
（
中
世
東
海
道
）
あ
た
り
か
ら
の
迂
回
ル
ー
ト
説
は
と
ら
な
い
。 

そ
れ
は
信
長
公
記
、
信
長
記
、
も
は
っ
き
り
中
島
へ
行
く
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
か
ら
で 

あ
る
。
三
河
物
語
も
、
徒
者
（
信
長
軍
）
が
山
（
北
側
の
山
）
へ
上
が
る
の
見
て
い
る
。 

三
史
料
と
も
迂
回
し
た
と
は
記
述
し
て
い
な
い
。 

迂
回
説
は
、
信
長
記
の
「
後
ロ
ノ
山
ニ
至
テ
推
マ
ハ
ス
ヘ
シ
」
か
ら
の
想
定
と
、
多
が
寡
に 

勝
つ
た
め
に
は
、
迂
回
奇
襲
と
の
既
成
概
念
か
ら
生
じ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

清
洲
城
―
熱
田
神
宮
―
善
照
寺
砦
―
中
島
―
桶
狭
間
西
側
入
口
北
側
の
山
際
―
北
側
の
山
並 

（
山
裾
を
東
へ
）
―
お
け
は
ざ
ま
山
の
向
か
い
の
北
側
の
地
点
―
（
谷
合
を
横
切
る
）
義
元 

本
陣
の
西
側
の
地
点
―
（
西
側
か
ら
東
へ
）
義
元
本
陣 
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中
島
か
ら
山
際
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
、
暴
風
雨
に
遭
遇
し
、
そ
れ
が
止
ん
で
か
ら
一
挙
に 

攻
撃
に
で
た
。
そ
れ
は
攻
撃
ま
で
に
義
元
の
本
陣
近
く
ま
で
進
軍
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 
桶
狭
間
の
谷
合
中
央
は
深
田
で
あ
り
、
暴
風
雨
で
戦
闘
態
勢
が
崩
れ
て
い
た
と
い
え
、
相

当
数
の
義
元
軍
が
布
陣
し
て
お
り
、
急
な
進
軍
は
で
き
な
い
。 

 

そ
こ
で
田
圃
が
な
い
も
し
く
は
少
な
い
北
側
山
際
ル
ー
ト
（
一
部
の
徒
は
山
の
斜
面
）
を 

走
り
、
お
け
は
ざ
ま
の
山
の
向
か
い
の
北
側
の
地
点
か
ら
、
義
元
軍
の
長
い
陣
の
横
を
突 

き
破
り
、
義
元
本
陣
の
西
側
に
到
達
し
た
。 

そ
し
て
午
後
二
時
ご
ろ
、
東
へ
向
か
っ
て
、
義
元
本
陣
を
集
中
攻
撃
し
、
義
元
を
討
ち
取 

っ
た
と
考
え
る
。 

 

②
義
元
の
本
陣
位
置 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

    
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

③ 

信
長
の
勝
因 

    

   

信
長
は
、
善
照
寺
を
進
発
し
て
、
当
初
よ
り
義
元
本
陣
を
攻
め
て
、
義
元
討
ち
取
り
迄
を

考
え
て
い
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。 

更
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
信
長
は
大
軍
の
義
元
遠
征
軍
を
壊
滅
さ
せ
る
よ
う
な
戦
い
を
し
よ

う
と
思
っ
て
い
た
か
で
あ
る
。 

 

局
地
戦
で
勝
つ
か
引
き
分
け
を
何
戦
か
行
い
、
せ
め
倦
む
義
元
軍
が
、
武
田
、
北
条
と
の

三
国
同
盟
が
あ
ろ
う
が
、
義
元
が
本
国
駿
河
を
気
が
か
り
に
な
り
、
戻
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
た
と
考
え
る
。 

史
料
か
ら
、
当
日
の
義
元
本
陣
と
討
た
れ
た
場
所
を
き
っ
ち
り
特
定
す
る
事
は
難
し
い
が
、

信
長
公
記
の
言
う
「
お
け
は
ざ
ま
山
」
を
や
は
り
南
側
の
丘
陵
の
一
画
と
見
る
こ
と
が
妥

当
と
考
え
る
。 

そ
う
す
る
と
、
さ
ら
に
地
点
を
限
定
す
れ
ば
、
豊
明
市
南
館
の
史
跡
桶
狭
間
古
戦
場
と
名

古
屋
市
緑
区
の
古
戦
場
公
園
当
た
り
と
見
て
良
い
と
考
え
る
。 

 

善
照
寺
よ
り
自
ら
指
揮
し
て
、
打
ち
出
た
こ
と
。
山
際
を
駈
け
た
事
。
義
元
軍
の
脇
を

攻
め
た
こ
と
。
そ
し
て
最
も
大
き
な
勝
因
は
、
暴
雨
風
で
、
義
元
軍
の
態
勢
が
崩
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
西
よ
り
東
へ
吹
き
付
け
る
風
雨
を
味
方
に
し
た
こ
と
で
あ

る
。 
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信
長
は
し
ぶ
と
く
抵
抗
す
る
中
で
、
武
田
や
北
条
と
手
を
結
ぶ
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 
籠
城
だ
け
で
の
戦
い
で
は
、
戦
後
に
お
い
て
武
将
と
し
て
の
力
量
を
問
わ
れ
、
近
隣
大
名

と
の
戦
略
上
、
外
交
上
に
支
障
を
来
し
、
又
家
来
の
統
率
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
。 

 

信
長
公
記
で
、
善
照
寺
か
ら
中
島
へ
進
軍
す
る
と
き
に
「
・
・
・
・
・
・
懸
ら
ば
ひ
け
、

し
り
ぞ
か
ば
引
き
付
く
べ
し
。
是
非
に
於
い
て
稠
り
倒
し
、
追
い
崩
す
べ
き
事
、
案
の
内

な
り
。
」
演
説
し
て
い
る 

。 信
長
の
戦
術
は
、
古
人
曰
く
「
押
さ
ば
押
せ
、
退
か
ば
退
け
」
で
は
な
く
、
敵
が
強
く
て

か
か
っ
て
く
れ
ば
退
け
。
そ
し
て
味
方
が
強
く
敵
が
し
り
退
け
ば
、
ね
り
倒
し
て
、
崩
せ

と
。 

こ
れ
は
、
相
手
が
強
い
と
き
は
退
け
と
言
う
こ
と
は
、
全
滅
を
避
け
る
た
め
に
退
却
を
言

っ
て
い
る
。 

こ
こ
で
負
け
れ
ば
、
退
却
し
て
、
次
な
る
陣
を
布
く
か
、
清
洲
城
で
戦
う
か
を
考
え
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。 

 

そ
し
て
相
手
が
弱
け
れ
ば
、
徹
底
的
に
攻
め
る
べ
し
と
。 

 

実
際
に
は
、
信
長
軍
は
強
襲
方
法
が
功
を
奏
し
、
し
り
ぞ
く
相
手
を
敵
陣
深
く
入
り
込
み
、

ね
じ
り
、
お
し
崩
し
た
の
で
あ
る
。 

 

勝
機
を
つ
か
ん
で
、
時
間
を
置
か
ず
一
挙
に
攻
め
込
み
、
陣
頭
指
揮
し
て
大
軍
の
将
を
討

ち
取
る
こ
と
は
、
戦
術
も
あ
る
が
、
信
長
の
戦
の
駆
け
引
き
の
天
分
を
認
め
ら
れ
ず
を
得

な
い
。 

 

④ 

義
元
の
敗
因 

        

義
元
は
、
合
戦
の
為
の
陣
を
お
け
は
ざ
ま
山
に
布
い
た
。
大
高
城
へ
進
軍
途
中
で
の
休
憩

で
あ
る
た
め
、
陣
を
布
か
な
か
っ
た
と
の
説
も
あ
る
が
、
午
前
中
に
桶
狭
間
入
口
当
た
り

（
中
島
あ
た
り
）
で
前
哨
戦
（
信
長
軍
で
三
〇
〇
人
規
模
）
の
戦
闘
が
あ
っ
た
中
で
、
義

元
軍
が
布
陣
し
な
い
わ
け
が
な
い
。
信
長
公
記
の
言
う
よ
う
に
午
の
刻
に
戌
亥
の
方
角
に

義
元
が
中
島
、
善
照
時
の
戌
亥
の
方
角
を
向
い
て
の
布
陣
は
、
妥
当
で
あ
る 

し
か
し
な
が
ら
、
中
島
と
桶
狭
間
入
り
口
平
坦
地
及
び
谷
合
に
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

に
わ
た
っ
て
布
陣
す
る
こ
と
は
、
布
陣
が
Ｔ
字
型
に
長
く
、
ど
こ
に
主
戦
の
先
陣
部
隊
を

置
く
か
そ
し
て
第
二
陣
以
下
の
陣
を
ど
こ
に
布
陣
す
る
の
か
が
難
し
い
。 
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向
か
っ
て
布
陣
し
た
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
こ
の
陣
形
が
確
か
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
問
題
で
あ
る 

 

布
陣
の
詳
細
は
、
記
録
に
は
、
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
、
史
料
か
ら
の
推
定
と
信
長
勝
利 

の
事
実
か
ら
、
左
記
の
よ
う
な
重
要
問
題
が
あ
る
。 

  

     

こ
れ
は
、
推
定
で
あ
る
が
、
信
長
軍
の
大
高
城
方
面
へ
の
責
め
口
も
考
慮
し
て
、
又
南 

側
の
な
だ
ら
か
な
丘
陵
の
北
斜
面
を
絶
対
確
保
の
為
、
そ
こ
に
も
兵
員
を
重
層
し
た
の 

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 鎌
倉
往
環
（
中
世
東
海
道
）
も
兵
員
な
し
と
は
い
か
な
い
。 

 

大
高
城
に
、
家
康
の
部
隊
が
駐
留
し
、
兵
員
が
、
割
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

信
長
は
、
朝
、
鷲
津
・
丸
根
を
攻
撃
し
た
部
隊
が
前
線
に
い
る
と
思
っ
て
い
る
。 

「
あ
の
武
者
、
宵
に
兵
粮
つ
か
ひ
て
夜
も
す
が
ら
来
り
、
大
高
へ
兵
粮
を
入
れ
、 

鷲
津
・
丸
根
に
て
砕
き
、・
・
・
・
・
・
」
と
信
長
公
記
に
記
述
が
あ
る
。 

 

結
果
論
故
言
え
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
北
側
の
山
の
制
圧
を
重
ん
じ
る
べ
き
で
あ
っ

た
。 

  

     

［
終
わ
り
に
］ 

  

勝
敗
の
要
因
の
中
に
、
信
長
軍
の
馬
廻
り
、
旗
本
の
い
わ
ゆ
る
信
長
親
衛
隊
が
義
元
の
そ
れ
よ
り
強
か

っ
た
と
言
わ
れ
る
向
き
も
あ
る
。、
こ
れ
を
言
う
に
は
、
義
元
軍
の
親
衛
隊
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
必
要
が

あ
り
、
史
料
で
は
見
い
だ
せ
ず
、
信
長
親
衛
隊
の
強
さ
も
一
因
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は

勝
敗
の
一
因
に
上
げ
な
か
っ
た
。 

  

史
料
に
つ
い
て
は
、
太
田
牛
一
の
「
信
長
公
記
」
は
時
間
、
場
所
、
方
向
が
具
体
的
で
あ
り
、
布
陣
に
つ

義
元
軍
の
兵
員
が
、
大
き
く
分
散
し
て
し
ま
っ
て
い
る
な
か
で
、
桶
狭
間
の
北
側
の
山

並
み
の
兵
員
が
過
小
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

特
に
桶
狭
間
入
口
の
北
側
山
部
分
は
、
絶
対
制
圧
し
て
お
き
、
信
長
自
身
が
進
撃
し
て

き
た
と
き
に
、
重
層
の
陣
で
対
抗
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。 

  

も
ち
ろ
ん
暴
風
雨
は
、
信
長
が
有
利
に
、
義
元
不
利
に
働
い
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で

あ
る
事
は
間
違
い
な
い
。 
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い
て
も
記
述
が
あ
る
。
表
現
は
簡
潔
す
ぎ
て
、
理
解
が
難
し
い
面
は
あ
る
が
、
信
頼
性
は
高
い
。 

  

小
瀬
補
庵
の
「
信
長
記
」
は
、「
信
長
公
記
」
を
下
敷
き
に
、
甫
庵
の
調
査
に
基
づ
き
、
加
筆
・
編
纂
さ

れ
た
伝
記
と
言
わ
れ
る
が
、
場
所
、
方
向
、
布
陣
に
つ
い
て
具
体
的
な
記
述
が
無
い
。
内
容
が
物
語
的
で
、

後
世
の
大
衆
に
は
受
け
は
良
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
事
実
関
係
に
つ
い
て
の
信
頼
性
は
「
信
長
公
記
」
に

及
ば
な
い
。 

  

「
三
河
物
語
」
は
大
久
保
忠
教
の
作
で
あ
る
。
今
川
か
ら
見
た
桶
狭
間
の
戦
い
に
つ
い
て
の
一
貫
し
た

史
料
が
な
い
中
で
、
こ
の
作
品
は
大
事
な
史
料
で
あ
る
。
但
し
、
記
載
内
容
が
家
康
に
片
寄
っ
て
お
り
、 

全
体
の
内
容
が
少
な
い
。 

 

そ
の
外
「
織
田
軍
記
」
は
甫
庵
の
信
長
記
系
で
あ
る
し
、
松
平
記
は
、
家
康
の
伝
記
系
で
あ
る
。 

 

そ
の
他
多
く
の
史
料
は
江
戸
時
代
以
降
に
に
創
作
さ
れ
た
作
品
と
し
て
、
今
日
で
は
史
料
価
値
を
疑
問

視
す
る
研
究
者
が
多
い
。 

 

 

桶
狭
間
の
戦
い
に
つ
い
て
論
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、義
元
の
進
軍
の
目
的（
京
都
進
軍
と
天
下
制
覇
説
、

尾
張
制
覇
説
等
）
や
、
信
長
の
戦
闘
方
法
、
そ
の
中
で
の
桶
狭
間
合
戦
の
特
徴
に
つ
い
て
言
及
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
右
記
に
止
め
、
表
題
に
そ
っ
た
内
容
と
し
た
。 

 

以
上 

   

｛
参
考
資
料
｝
・
・
・
・
・
添
付
別
紙 

一
、
史
料
・
文
献
一
覧
表 

二
、
書
き
込
み
地
図 

（
１
） 

週
間
ビ
ジ
ュ
ア
ル
日
本
の
合
戦
（
講
談
社
） 

日
本
戦
史 

桶
狭
間
役 

桶
狭
間
戦
図 

第
三
号
に
書
き
込
み 

（
２
） 

国
土
地
理
院
の
地
図
に
書
き
込
み 

 

三
、
現
地
写
真
（
梅
谷
撮
影
） 

 



 

書　　　　　名 著　　者 成立 備　　　　　　　　考
1 信長公記 太田牛一 桑田忠親校注、新人物往来社発行、１９９７
2 信長記 小瀬甫庵 豊明市史「史料補二　桶狭間の戦い」２００２、名古屋市蓬左文庫
3 信長記 小瀬甫庵 神郡　周校忠、現代思潮社、１９８１、寛永元年板本
4 三河物語 大久保忠教 江戸 豊明市史「史料補二　桶狭間の戦い」２００２、日本思想大系２２

岩波書店
5 松平記 豊明市史「史料補二　桶狭間の戦い」２００２、三河文献集成、

中世編　復刻　刊行会
6 織田軍記 遠山春信 江戸 通俗日本全史第七巻、早稲田大学　１９２５
7 武徳編年集成 木村高敦 江戸 豊明市史「史料補二　桶狭間の戦い」２００２、刈谷市村上文庫、

安政２年版
8 武功夜話一 吉田孫四郎 1658 吉田蒼生雄訳注　新人物往来社、１９８７
9 甲陽軍艦 小幡勘兵衛 江戸初期 吉田豊編訳、徳間書店、１９７１、武田流軍学全書を底本

書　　　　　名 著　　者 発行年 発行 備　　　　　　　　考
1 豊明市史「史料補ニ　桶狭間の戦い 豊明市 2002 豊明市
2 愛知県史「資料編　織豊」 愛知県 愛知県
3 静岡県史「通史２　中世」 静岡県 静岡県
4 桶狭間古戦場調査報告 名古屋市教育委員会 1966 名古屋市
5 織田信長合戦全記録 谷口克広 2002 中央公論新社

6 信長の戦争 藤本正行 2003 講談社 原本　信長の戦国軍事学　１９９３
7 新編　日本合戦全集４　戦国乱世編 桑田忠親 1990 秋田書店
8 合戦の日本地図 武光　誠 文藝春秋
9 日本戦史　桶狭間役 参謀本部 明治３１村田書店 豊明市史「史料補二　桶狭間の戦い」２００２、
10 大日本戦史ニ 高柳光壽 1938 三教書院 監修　井上一次・辻　善之助
11 日本の合戦１　織田信長と桶狭間の戦い 講談社編纂局 講談社 監修　大和田哲男
12 国盗り物語　後編　織田信長 司馬遼太郎 1970 新潮社 サンデー毎日、１９６７
13 武将列伝上「織田信長」 海音寺ｊ潮五郎 1970 朝日新聞社 海音寺潮五郎全集１６巻
14 戦国武家事典 稲垣史生 1965 青蛙房
15 もう一つの桶狭間 井上　力 2000 講談社出版

（１）　引　用　史　料

（２）　参　考　文　献

 



 

 

A C 

B 

２００５年８月１３日撮影（梅） 

A 善照寺砦跡より桶狭間方向 

B 名古屋市緑区 

C 豊明市南館 



 

三村台（豊明市）よりの眺望 

（２００５年８月１３日撮影 梅） 

・三村台（山）は北側山並みの東の端で 

 付近で一番高い山（標高７２M） 

・上段左より東より西へ、下段はその 

 続き 

・上段左の建物は藤田衛星大学、その 

 向こうが田楽狭間 

 



 



 

 


